
その他の金属製品製造業におけるフォークリフトを起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

2 10~11

当社工場内に於いて、作業員が溶接後の柱の溶接屑を取るためにフォークリフトで

柱を回転したところ柱が資材置場のH鋼に当たり、高さ60㎝の所からH鋼

（100×100×9000：150㎏）が落ちてきた。 近くで作業をしていた当人の左足ふく

らはぎに当たりふくらはぎを裂傷し負傷した。

57

1

～

9

3 16~17

アルミホイール修正品置場を整とんしている時、段積しているホイールを移動中、

スペースが狭いため高く積み上げてあった。 移動中に上部ホイールが落下してきて

頭部に当たった。

44

30

～

49

3 14~15

工場にてフォークリフトグリストラップ作業中、フォーク取り外しの際、支えてい

たフォークと身体のバランスを崩し、フォークが落下して持ち手である右人差し指

を損傷した。

41

1

～

9

6
11～

12

当社工場内で、製品を入れる鉄製の缶（60㎝×60㎝×60㎝、重さ50㎏）が、通路

（幅2.5m）上に出っ張っていたので押し戻そうとして、右足を後方に出して屈んだ

時、従業員が運転するフォークリフトが左方から移動してきた事に気付かず、又、

フォークの運転手も直前に足が出された事に気が付かず、踵を轢いてしまった。 さ

らに右足の親指が反っていたため、安全靴の中の鉄カバーが指に食い込み負傷し

た。

30

10

～

29

6
11～

12

当社作業場にて、荷物（電線の束）をリーチフォークリフトで移送中、荷物が揺れ

て落ちそうになったので、押さえるためにフォークリフトから降りた時に（高さ20

㎝）、右足アキレス腱を負傷したものである。

51

1

～

9

会社工場内で北側通路を歩いて移動中、身体を捻って振り向いた際、同方向から



6 8～9

バックで警笛音を鳴らしながら進行して来たフォークリフトに気付かず、開いた左

足先を安全靴の上から踏まれた。 咄嗟に左足を引き抜くことを考え、力任せに

フォークリフトを突き倒すように押したはずみで、コンクリート床面に叩きつけら

れ、右足を負傷した。

72

30

～

49

6
15～

16

工場の材料置き場で、他の作業員がフォークリフトで材料を移動する際、補助目的

で方向を誘導している時に方向ばかりに気を取られ、フォークリフトの爪が上下し

ているのを見落とし、爪と地面の間に両足を挟まれてしまい、左足の親指を骨折し

てしまった。

18

1

～

9

7 13~14
被災者は、当社工場敷地内において、廃材を屋外の廃材置場に置き建屋内作業場に

戻る途中、バックしていたフォークリフトに轢かれ受傷した。
30

50

～

99

7 14~15
工場内でパイプの溶接・切断作業中に、工場内を走行していたフォークリフトがパ

イプに接触したためパイプがずれてすねに当たり負傷したものである。
44

50

～

99

7
18～

19

工場敷地内において、鉄の製品（300×300×1800、重さ112㎏）を、トラックへ積

み込む際、フォークリフトの横でフォークリフトに積んだ製品のバランスを補佐し

ていたとき、足のつま先がフォークリフトのタイヤで踏まれて、負傷した（安全靴

装着中）。

28

30

～

49

9
14～

15

建屋と建屋の通路で、棚の解体中、棚の底板を解体、リフトにスキッドを乗せただ

けの状態で、スキッドに底板を移す時にバランスを崩し固定されていないスキッド

に足をかけて落下し、体を地面にうちつけ負傷した。

51

30

～

49

9
13～

14

フォークリフトでトラックへの積み込み作業をしていて荷台のバランスを調整する

ため、フォークリフトを降りて調整するためバンギに手をやった時に、フォークリ

フトの爪から積荷がずれてバンギと積荷の間に右手人差し指第一関節を挟んで負傷

した。 フォークリフトの爪の入り方が浅かったのと、バンギの横を持たずに人差し

指をバンギの上において持っていたため、負傷したものである。

56

10

～

29

作業場において、トラックの出荷準備の作業をしている時、1台目のフォークリフト

の後部に手袋を置き忘れたので2台目のフォークリフトを降り、直進中の1台目リフ 10



10
17～

18
トに近付いた時、1台目リフトが急に右折した為、1台目リフトの左後輪に足を踏ま

れ左足首甲脱臼、第1指から第5指まで骨折した。 被災者は1台目リフトが直進する

と思っていた。

26 ～

29

12 11~12

工場敷地内にあるプレス製品ヤード内で、製品置場の為、従業員がフォークリフト

を運転して作業している時、フォークリフトの進行方向に当社被災従業員が立って

いた、又は歩行していたところ、フォークリフトの右フロントタイヤと右足が接触

し、右ひざ下あたりがタイヤの下敷きとなり負傷した。

60

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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